葴言を読む by 勝村 弘也 & HIroya Katsumura
 



































































代です。この年は授業などまともにあ りませんで したか ら、下宿で思想 と
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名のつ くようなありとあらゆる本を読み漁 りました。あっと言 う間に4年
生になってしまい、卒業研究のテーマを決めなければならない。親に無理






ましたがあれです(横 幅の大 きなリュックを背負っているので横 を向かな
いと列車に乗れない)。その時にA・ シュヴァイツァーの 『使徒パウロの

















にゲルハル ト・フォン ・ラー トが書きました 『イスラエルの知恵』 という
箴言を読む
本の翻訳が私に回って来ました。木田献一先生の強いお勧めで、これを訳
したら大 きな業績になるとのことで した。ところがこれがとて も難 しかっ
たので、留学か ら帰ってきてからも大 きなお荷物になってしまいました。







































































エジプ トの 「アメンエムオペ トの教訓」を見 ますと 「(富が)ガ チ ョウ
のような翼をつけて天に飛んで行 く」 とあります。旧約の方はガチョウど









が、旧約は全体 として 「反エジプ ト的」だとも言 えます。出エジプ トの物
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%語ですが、これはエジプ ト的な社会から人々が脱出する話です。旧約の研
究者たちは預言者の思想を高 く評価 しますが、大 まかに言えば、これは国
家 とい うものを批判的に見て行 く立場です。預言では王 国の役人たちは
こっぴどくやっつけられていますね。ところがエジプ トの知恵文学は国家



























教の立場から聖書 を読みますか ら、そこに一神教があったと考 えがちです
が、社会の実態 としては逆で した。歴史的に見れば、一神教 と言えるのは、























ただの 「神様」なのです。そ してこのネチェルは、私たちが神様 というと
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ジはエジプ ト起源 らしい。エジプトにはマア トという女神がいました。真
理 ・正義・公正 ・秩序などをシンボライズ した女神で、図像では頭の上に羽、
フェザーを載せています。聖書には、例えば詩篇の中にヘブライ語でエメ





















































うな形 になるように全体 を編集した編集者がテクス トの背後 にいるので
す。










るかです。 ところがこれを調べて行 きます とまことに厄介なことに、マー
シャールにぴったりと対応する訳語 というものがないことに気づかざるを


















憶できるような長さをもつ」と定義 しました。「腐っても鯛」 とか 「捕 ら











食うために働 くという意味で しょう。「借 りる者は、貸す者の奴隷 となる」
(22:7後半)。こんなのが偲諺ということになります。


















パ レスチナの家の屋根は傾斜 していません。平屋根 というのは屋上のこと
です。







どを描 きました。その写真 を私が書いた 『旧約聖書に学ぶ』(日本基督教
団出版局)に入れておいたのですが、これを見た学生が 「これはどこの遺
跡の写真ですか」(笑)と聞 きます。このような比較の詞ですが、単にあ


























詩には、訳文で数行の ような短いもの もありますが、1つ章に集め られて
いるものは、かなり長い弁論へと発展 しています。
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第2回 講 義 箴 言 に お け る賢 者 と愚 者 、 勤 勉 と怠 慢







タイプについてもみな 「愚者」と訳す と面白くないので、これは 「馬鹿」、







の息子、ソロモンの詞」 となっています。この 「詞」 と訳 したマーシャー
ルについては、前回説明しました。ここは箴言の書全体の表題になってい
ますが、この知恵のことば集が 「王」 と結び付けられていることには注意
しておきましょう。1章2節 から7節 までは、表題につづ く序詩になって
います。ここを読みますと類似 した語が次々に出て くることに気付 きます。
ここに並んでいる訳語を原典のヘブライ語 と比較 して一つ一つの単語の意
味を厳密に理解 しようとしても大 きな成果は得 られないでしょう。それぞ
れの聖書の訳語が少 し違っていることもあまり気にする必要はあ りませ
ん。古代イスラエル人たちは、現代の哲学者や科学者のように使用するこ











ず 「知識」 と訳される語ダアトがあ ります。これは 「知る」を意味する動













という表現が出てきます。私は 「裁 き」「公正」 とも訳すことが出来るミ
シュパー トを、箴言ではかなり概念化 して用いられていると考えて 「正法」
と訳 しましたが、ここでは社会における正義の遂行や公正な裁判について
語っていると考えてもよいでしょう。マーシャールについて説明 した時に、
































































います。15節では朝早 くから起 き出して大家族の食事 を用意するために
懸命に働 くのですが、14節では彼女は 「商人の船」に喩えられています。




培に適 した土地を購入 して、ブ ドウを植え付けています。古代の地中海世
界ではもっとも大きな利潤 を獲得する可能性のある経営と言えばワインの
製造販売で した。ブ ドウはオリーブと並ぶ典型的な換金作物であったので
す。しか し、ブ ドウ栽培には適している土地とそうではない土地があ りま
すので、土地を購入する際にはよく調査 して慎重に検討する必要があ りま
す。これに関連して少 し苦い思い出があります。


































ました。主婦 も丸一 日お休みだったのです。そこで有能なお母 さん、今か














した。彼は小アジァから輸入 した馬(つ ま り武器1)を エジプ トに売るな
どの仲介貿易をして金を儲けました。イスラエルには神殿建設に必要な技
術者がいませんで したから、隣国フェニキア特にテユロス(ツ ロ)か ら連





























らず者」がずっと昔か らいたのかというと、そうではあ りません。彼 らが
歴史的にどのように登場 してきたのかは説明する必要があ ります。鋳造貨











ような弁舌(詐 欺師の語 り方がそうです)や 無駄なおしゃべ りを評価 しな
いのと同じような精神態度から来ています。今問題になっている街道筋の
待ち伏せ強盗は、手 っ取 り早 く金 を獲得する極端な例 と見てよいでしょう。
賢者は、このような誘惑に若者が陥らないように、語 りかけるのです。「私
の息子よ、彼らといっしょの道を歩んではならない。お前の足を彼 らの径





第3回 講 義 箴 言 に お け る義 人
今回は、箴言10章1節か ら22章16節までの 「ソロモ ンの第一詞集」
を扱います。この大きなまとまりの冒頭には、「ソロモンの詞」とあります。
ヘブライ語では、ミシュレー ・シェロモーですが、このミシュレー(マ ー

























うか。25章1節か らの格言集は、編纂 されたのが ヒゼキヤ時代、つま り
紀元前8世 紀末から7世紀初頭ということになるのですが、ここにも相当
古 くからの伝承が保存されているようです。どちらの格言集の方が古いの

















ロモン(シ ェロモー)を 構成するヘブライ文字をラテン文字風 に書 き直





か りません。 しかし、あることは確かです。例えば創世記15章2節 には
アブラムの召使(家 の僕)と してエ リエゼルが登場 します。この直前の
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14章14節には 「318人」の訓練されたアブラムの 「家の子 ら」が登場 し
ているのですが、この318という数はいかにも怪 しげです。エリエゼルを











とはちょっと考えにくい。昔から注意深 く聖書 を伝承 してゆくための方法
があったのでしょう。完成 した聖書本文を 「書 き写す」段階からこのよう
なことが始 まったのではなく、聖書を編集する段階から写 し間違いを防ぐ











































愚 かな息子 は、その母の痛み となる。
⊇邪悪 の宝 は、役 に立た ない。
だが、義 は死か ら救 う。
玉 ヤハ ウェは、義人の魂 を餓 えさせない。
だが、邪悪 な者 どもの欲望 を追い払 う。
"た るんだ手 は貧乏 をつ くり出す。
だが、勤勉 な手 は豊か にす る。
5夏 のうちに集め る者 は、賢明 な息子。
収穫の時 に眠 りこけてい る者 は、恥 さ らしの息子。
6義 人の頭 には、祝福があ る。
だが、邪悪 な者 どもの 口は、暴虐 を隠す。
7義 人の記憶 は、祝福の ため に。
だが、邪悪 な者 どもの名 は、朽 ち果て る(10:1-7)。
10章の初めから連続 してどんなテーマが出て くるか見てゆきましょう。
1節は後回しにして、2節以下を見ます と 「義」と 「義人」という語が連
続 して出てきます。口語訳の場合は2節 の 「義」は 「正義」、新共同訳で
は「慈善」となっています。これらの訳語は、別に間違いではあ りませんが、
このように節 と節 との関連を無視 して訳語 を選んで行 きますと、節 と節 と
の意味のつなが りが分か らなくなってしまいます。私の訳では、元のヘブ
ライ語が同 じなら、可能な限り同じ訳語を当てるようにしています。 さら
に同じ語根か ら派生 した語は、なるべ くそれが分かるように訳 しています。
ですか らッェダカーはほとんどが 「義」、ツァディックは 「義人」 となっ
ていて、これ らが同 じ語根か らの派生語であることが分かるようにしまし
た。
それだけではあ りません。私の訳では単数形 と複数形が くどい程、律





くる 「義人」(口語訳では 「正 しい者」)と 「邪悪な者」(口語訳では 「悪
しき者」)の単数と複数の関係を徹底的に調べ ました。少 し話が脱線 しま
すが、新共同訳では 「義人」は 「神に従 う人」、「邪悪な者」は、「神 に逆
らう者」と訳 しました。これらの訳がまった く間違っているとまでは申し


























的といいましても前句 と後句が反対のことを言 っているという訳ではあ り












と対立 しているのです。私の訳の1節 では 「賢い息子は、父を喜ばせ、愚
かな息子は、その母の痛みとなる」となっています。なぜこんな風に訳 し
たのかというと、前の句では 「喜ばす」と動詞的に表現 しているのに、後
ろの句では 「痛み」 と名詞的に表現 しているからです。このような微妙な
差異があることを意識 して訳 したのです。
さて、それで2節 の意味ですが前半に 「邪悪の宝は、役に立たない」 と
あ ります。「邪悪の宝」 とは、不正な手段で獲得 した財産を指すので しょ
う。でもお金の値打はそれを獲得 した手段とは関係がなく、1万円は1万円、
百万円は百万円、1億円は1億 円でみな同 じのはずです。ではなぜ 「役 に
立たない」のでしょうか。 ここではおそらく 「誰の」役 に立つのかが問題
なのです。不正な手段で獲得 した金は、それを獲得 した本人には役に立つ
のでしょう。 しかし、それは社会の役に立つので しょうか。「義は死か ら













す。4節の 「たるんだ手」と 「勤勉な手」の 「手」は、労働の換喩的表現




隠す」は、解釈が難 しい。特に後半の 「暴虐 を隠す」の意味が よくわか り
ません。11節には、「義人の口は、いのちの泉。だが、邪悪な者どもの口は、
暴虐を隠す」 とあるので、これから考えてみましょう。まず このあた りに
は、人体の部位 を表す語が、連続 して出て くることが注 目されます。3節
「魂」=「喉」、4節「手」6節 「頭」と 「口」8節 「心」=「 心臓」 と 「唇」







くありますね。そうい う意味で、共同体の人々の暮 らしを破壊 して しまう
119
のです。これで6節 の意味 も分か りやす くな りました。
6節と7節には 「祝福」が出てきます。7節の 「義人の記憶は、祝福 の
ために」について考えてみましょう。義人つまり共同体のために尽くした
人の 「名」は残 ります。この人の名は繰 り返し人々の話題になります。つ
まり社会的な記憶 となって残るのです。こう考えるとここの 「祝福」の意
味は、人々から祝福を受け続けるということで しょう。プロテスタントは













間の行為 と関係 しています。一般的には、義は人の歩むべ き道、人々に







が実生活において成功 しているという観念 と結合 していることについて述
120
箴言を読む











における 「命」の意味 も 「義人」個人の命 とは限りません。義人の周囲に
いる人々の命にかかわるのだと読むことも出来ると思います。逆に悪人の
富は、本人だけではな く周囲の人々を罪に陥らせ る結果にな ります。



























です。ムーサールが 「鞭」「杖」 とともに用いられる例が示す ように(13:
24,22:15)、この語はまず 「しつけ」「訓練」「懲 らしめ」でした。しかし、





























ここか らかな り大 きなまとまりである箴言22章17節一24章22節の小
格言集が始まるのですが、22章17-21節は、その序文にあたる部分 とい
うことにな ります。 さて、20節には私の訳では 「30」とあ りますが、こ
こに本当に30という語があるのかどうかに関 しては、今 日で も論争が続
いています。 日本語の他の聖書でどうなっているのか、全部は調べており
ませんが、ここにあります口語訳聖書ではやはり 「三十の言葉」となって





年にエジプ ト学者のA・エルマ ンが、古代エジプ トの知恵文学である 「ア
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ス トが基礎になっているのですが、彼 らは本文中に意味不明の語や誤 りで
はないかと疑われる語があった場合に欄外に注を付けました。聖書本文自
体は、自分の判断で勝手に書 き換えてはならなかったからです。問題の個
所を見ますと本文(ケ ティーブ)は シルシ ョームとなっています。この文
字通 りの意味は 「前々日」ですから、意味がはっきりしません。それで中





先ほど話題 にしました 「アメンエムオペ トの教訓」は、30章か らなって
いまして、このことを考慮 して聖書本文を見ます と、シェローシーム、っ





表現を 「開講の呼び掛け」 と名付 けています。英語で演説をするときは、
124
箴言を読む
















土地 と土地の境界線をず らすというのは、大きな不正ですか ら、申命記
19章14節、27章17節で も禁止されています。このような教訓 は、もち









では、エジプ トの教訓 と箴言の教訓 との密接な関係を証明したことにはな
125
りませんが、連続 して次か ら次へ と似たものが出てきたら話は別です。
ヒエログリフ(神聖文字〉で記された古代エジプ トの言語については、
18世紀末になってもほとんど何 も分か りませんで したが、周知のごとく
ロゼッタストーンの発見を一つの手掛か りとして19世紀の初めにフラン











「アメ ンエムオペ ト(Amenemopet)の教訓」は、30章か ら構成されて
います。章と言いましても長いまとまりではな くて、数行からなるような













3彼 の 〔差 し出す〕珍味に欲望を抱 くな
。
それは偽 りの食物だ(23:1-3)。





教訓」にもこうあ ります。「お前 よりも偉大な人の食卓の席に客 として座
す者の一人となるなら、彼がお前に与えるもの、お前の鼻の前に置 くもの





















アメンエムオペ トの教訓ですが、写本のパ ピルスは前6世 紀のものと鑑定
されました。そうすると確実な物的証拠 としては、箴言 よりも新 しいもの
しかないと言うことになります。そこでアメンエムオペ トの教訓の日本語
訳が載せられている筑摩書房刊の 『世界文学大系1古 代オリエ ン ト集』
の解説を見ますと、一種の妥協案のような説が紹介 されています。アメン

















































































































































エジプトは地理的にもうんと近 くて頼 りになる大国であって、バ ビロニア
の方は得体の知れない遠い国であったのです。エジプトとイスラエルの関
係は、歴史的にみれば我々が想像するよりもずっと親密な関係にあったの

































第5回 講 義 女 性 と して 人格 化 され た知 恵
今回取 り上げるのは箴言1章20節以下、3章13節以下、8章など、知
恵が女性 として人格化 されて人々に語 りかけるというテクス トです。最初
に私の神学的立場を表明 してお きます と、ここで何回も紹介 したフォン・
ラー トの立場からあまり逸れないということになります。前回は箴言と古
代エジプ トの教訓文学 との関係について話 しました。そこではエジプ トの
官僚のモラルについて語っている格言と箴言の格言との並行関係などに注
目し、エジプ トの知恵文学がイスラエル文学に大きな影響を与えたことを
論 じました。今回取 り上げるテクス トは成立年代からしましても、それと
は別の時代のものです(ヘ レニズム時代 とする者 もあ ります)。そこには
たしかにエジプ トの女神マア トのイメージが反映 しているようですが、思
想的には直接的にエジプ トの神話の影響があったとは考えません。そこで
はイスラエル宗教思想の独 自性が強調される必要があると考えます。















ほ ら吹 きどもは、 ほら吹 きをむ さぼ り、
愚者 たちは、知識 を憎むのか。
23私の訓戒 に、お前た ちは向 き直 りな さい。
見 よ、私 はお前た ちにわが霊 を湧 き出 させ 、
私 のこ とばをお前た ちに知 らせ よう。
Z4私は呼 びか けたの に、お前たちは拒 んだ。
私 の手 を伸 ば したの に、傾聴 す る者が なかった。
25お前 たちは、私のすべての勧告 をないが しろ に した。
私 の訓戒 を、お前たちは望 まなかった。
26それで私 もお前たちの災難の時 に笑 い、
お前 たちの恐怖が来る時にあ ざ笑 ってやろ う。
27お前た ちの恐怖が 〈嵐の ように〉 来 る時に
、
そ してお前たちの災難は、つむ じ風 の ようにやって来る。
お前た ちの上に報難 と苦悩が 来る時に。
2ヨその時、彼 らは私 を呼ぶが、私 は答 えない。
彼 らは私 を探 し求め るが、私 を見 出 さないだ ろう。
29なぜ な らば、彼 らは知識 を憎 み、
ヤハ ウェへの畏 れを選ばなかったのだ。
3°彼 らは、私 の勧告 を望 まず、
私のすべ ての訓戒 を侮 ったのだ。
3エそれで、彼 らは 自分 の行状 の果実 を食 らい、
自分 の計 画に飽 きる。
32まことに、未熟 な者 たちの背信 は 自らを殺 す。
愚者 たちの安心 は、 自らを滅 ぼす 。
3ヨ私に聴 く者 は、安全 に住 まい、
災いの恐i布か ら安泰 である」(箴言1章20-33節)。
ここで知恵 と訳 した語 です が、通常 のホクマーでは な くてホクモ ー トと










識 されていますが、1章20節以下には 「彼女」が出てきませ ん。1章20
節以下で特徴的なのは、知恵が町の門の雑踏のただ中で大声で叫んでいる

























































箴言8章 には知恵が 「私」 として 「男たち」に語 りかける壮大な詩があ







(3)22-31節:ヤハ ウェが天地を創造 した時に、知恵は 「彼の業の最初 の
ものとして」(22節)造られた。また 「彼が天を築いた時に、私はそ
こにいた」と不思議な由来について語る。原典は難解であ り、い くつ






ホクモー トという特殊な形 をしています。女性 として擬人化された知恵は、
















ナス ・イメージの女性 を具体的に誰 と確定することは出来ないのです。彼
女は人格化された知恵と対照的な意味をもつ比喩として登場 してくるので
す。つまり、1-9章に登場する女性 としての知恵は、それだけで解釈され
るべきではなく、若者を誘惑する 「よその女」や 「愚かさん」 として描か
れる否定的なイメージとの対照で解釈されるべきです。擬人化された知恵




恵が、「神の御子の先在」を証言 しているというような結論 を引 き出すの
は間違っています。この個所がヨハネ福音書のロゴスの先在の思想に影響
を与えたことは否定で きませんが、それはまた別の問題です。









いるような方ではあ りません。神が今 も世界を支配 しているというのが、
聖書の思想です。造られた世界 も常に神に賛美の歌を歌っています。これ












化 して描いて も、それを女神 と取 り違える可能性はなかったのです。ユダ
ヤ教には、安息 日を花嫁 として愛するとい う比喩 もあります。これも参考
になるのではないでしょうか。
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